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C9もかなり多かった。このことは両県の栽培品種，と

くに中国稲系の品種を比較して興味深いものがある。な

お菌型発生の由来の面を探索する目的で，地理的に隔離

されている佐渡の菌型に注目したが，ここでは新潟県内

部と全く同じ菌型が得られたにすぎなかった。

要するに，同地域における菌型分布の地理的関係は，

同一県内では認め難く，県別の比較において差異がみら

れるようであった。このことは菌型分布には作付品種が

大きく影響を及ぼし，かっこの品種が県単位に統一され

ていることに基因するものであろう。

要するに北陸4県では10菌型が認められ，これを県別

に比較すると，新潟では9菌型が得られたが，そのうち

C,とN2が多く，また他県では少なかったN4がかな

り認められた。さらに富山県では6菌型が得られたが，

ここでばC,は少なく,N2のほかC9,C3およびC8

など新潟県では少ない菌型が多かった。これに対して石

川および福井県では3～4菌型が得られたにすぎなく，

左たこのうちN2が圧倒的に多く,C群菌型は極めて少

なかった。このように県によって分布する菌型にかなり

の差異がみられたことは注目に値しよう。

Ⅳ摘要

1）北陸地域における菌型の地理的分布を明らかにす

るため，71地点から145菌株を採集して菌型を検定した。

その結果C,,C2,C8,C6,C8,C9,N,,N2,N4jS

よびN5の計10菌型が認められた。

2）新潟では9菌型が得られ，このうちC,が最も多
く，次いでN2,N4などであった。富山では6菌型が認

められ，ここではN2が多かったがC8,C8およびC9

もかなり多く採集された。石川と福井では3～4菌型が

得られたがN2が圧倒的に多く，ほかの菌型は極めて少

なかった。

3）菌型分布の地理的関係は中国稲系品種の導入なら

びに罹病化と極めてよく一致し，この品種の栽培地域に

C群菌型が多い傾向がみられた。また分布の地域差は同

一県内では認め難く，各県別の比較において明らかで，

これは県単位に品種が統一されているためと考えられ

た。

Ⅲ考.-,..察

北陸地域は4県とも日本海に面して，南北に細長く，

地形は極めて復雑である。ここでは山間，山麓，盆地，

平野，沿岸と稲作上多種多様な立地条件となっている。

また作付品種も同地域の北2県では支那稲系が広範に栽

培されているのに対し，南2県ではほとんどが日本稲系

で極めて対照的である。ここでの菌型分布についてみる

と，同一県内での地域差は明らかでなかったが，北陸地

域全体での地方的な差異はかなり明確に認められた。す

なわち同地域を2分して，東北部の新潟および富山では

分布がかなり複雑で,各種の菌型が認められ,特にc群菌

型がN群とほぼ同数得られた。これに対して西南部の石

川と福井では大部分がN2で極めて単純な分布の様相を

示した。このことは同地域における中国稲系品種の導入

ならびに罹病化と極めてよく一致した結果といえよう。

また新潟と富山を比較すると,C群菌型の分布にかなり

の違いがみられ，新潟ではC1が多かったが，富山では

むしろC8およびC8が多く，また新らたに確認された
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栽培条件を異にした中国稲系品種のいもち病の発生と薬剤防除の効果について

下山守人・遠藤忠光・近藤租

（長野県段業試験場）

近年東北，北陸および関東地域においてクサプエや千た。
秋楽など，いわゆる中国稲系品種のいもち罹病化が問題
になってきている。この現象はいもち病菌の特定菌型の’試験方法
関与が主因と考えられているが，栽培条件特に移植時期試験は長野県農試豊科試験地で行なった。ここはこれ
や肥料もまた副次的な要因としてかなり重要な役割を果まで中国系品種をほとんど栽培したことはなく，また菌
すのではないかと考えられる。一方またこれら品種の発型分布ではほとんどN2で，まれにC群菌型の得られた
病に対しては薬剤防除の効果に疑問がもたれる事例が提ところである。供試品種を第’表に示した。また栽培の

概要は第2表のとおりで，いもち病多発条件を考慮し起されている。

ところで，中国稲を選択的に侵す特定菌型の機構につた。品種の配列は第1図のとおりで1区15m2を用いた。
いてはまだ明らかにされていないが，とりあえずこれら薬剤防除のためにはブラエス水和剤20ppmを分けつ期
の品種を栽培している地域における対策として実用的にに100Z,穂ばらみ期および穂ぞろい期に1502の3回散布
重要だと考えられる発病と薬剤防除について検討を加えした。
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－38－ 北陸病害虫研究会報 第15号

第1表供試
ロ
叩 種 第3表畑苗代における発病状況
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次ぎに本田における蕊節および穂いもちの発生は第4

表のとおりである。葉いもちは8月5日，節および穂い
、

農林鵠｝ 曇患号｝ 農騒号｝ FエーF2－F8－249

第4表本田における栽培条件と発病(無防除）
第2表栽培方法
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Ⅱ結果と考察

初めに6月17日畑晩播した苗代での発病を8月2日に
調べた結果は第3表のとおりである。

ここで日本稲の信交206号と信浪橘3号は烈しく発病
し，しなのひかりもまたかなり発病したが，中国稲各品
種の発病は極めて少なかった。このようにいもち病多発
条件を設定した畑晩播試験においても中国稲が抵抗性を
示したことは，この時期における菌型が支配したと考え
ざるを得ない。

もちは，熟期を考慮して極早生に当るテイネとユーカラ

は8月25日に，その他の舶種は9月3日～8日に調査し

たが，移植期の早晩,肥料の多少にかかわらず,畑晩播の

結果と同様，中国稲系品種の発病は極めて少なかった。
したがってこの調査時点における結果を単純に考察する

限りでは，栽培条件による中国稲系品種の罹病化は否定
的で，特定菌型の支配によるものと考えられる。

しかしこの調査終了後において，中国稲系品師の病勢
がかなり進行した。一般に日本稲品種では，特異な気象
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1967年12月栽培条件を異にした中国稲系品穏のいもち病の発生と薬剤防除の効果について－39－

条件の年に枝梗いもちがおそくまで発生するほか，9月り，中国稲のクサプエ，マンゲツモチおよびカグラモチ

以降の病勢進展はあまり認められていない。そこで病勢について追加の発病調査を行なった。結果は第5表のと

進展のピークと考えられる9月22日～10月2日にわたおりである。

第5表中国稲品種の後期発病と薬剤散布の効果
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後期発病の進展は共通して顕著であるが，これを栽培

条件でみると，節および穂いもちを通じてクサプエは，

晩植多肥のいもち病多発条件において約2倍に多発した

が，その他の2品種ではやや多発の傾向は認められるも

のの，ほぼ同等に発生した。すなわちクサプエは栽培条

件にかなり敏感に反応するが，マンゲツモチとカグラモ

チはあまり影響を受けないようにみられた。またカグラ

モチは栽培条件にかかわらず，節いもちが極端に多発す

る等，品種による特性が認められた。

薬剤散布の効果については，無散布区に比較して散布

区の発病は著しく少なく，日本稲と同様顕著な防除効果

がみられた。この場合プラェス水和剤のみの試験である

が，中国稲系品種における薬剤の効果が疑問視されてい

る時点で，注目に価する事例と言えよう。

ところで，これら中国稲系品種の後期多発に関連して

検討すべきことは熟期の問題である。供試品種の出穂期

は第6表のとおりであるが，中国稲のテイネとユーカラ

は7月下旬に出穂した極早生であるのに反し，クサプ

エ，マンゲツモチおよびカグラモチ等の出穂期は8月下

旬で極めておそく，極晩生であった。なお，供試日本稲

は8月上中旬の中生であった。このように熟期の極端に

異なる品種の発病を同一時期に調査することは当を得て
いない。肥料および気象感応が異なるため，いもち病の
発生時期および病勢進展に影響を与えるであろうからで
ある。この試験で注目された後期発病は，出穂期が8月

下旬の極めておそい中国稲であったが，このような環境
条件とイネの生理が特定菌型の出現または増殖になんら
かの影簿を与えるものかも知れない。

つぎに後期発病の最も烈しかったクサプエに関与した

菌型を調べるために，晩植多肥区の穂首いもちから分離

した88菌株を用いて,C群菌型を判別できる関東51号に
注射接種を行なった結果，その約95％に病原性が認めら

れた。この方法は正規の菌型検定方法ではなく，また関
東51号に病原性を示す菌型はC群のほか,T,も含まれ

るが,T1の分布は極めてまれであるので，一応無視的

に考えて，その概略をC群菌型と判断した。さらにこれ

を確かめるためクサプエとカグラモチから分離した各2

菌株を用いて菌型検定機関で協定された手順検定方法に
よって調べた結果は第7表のとおりで，いずれもC,と
判定された。

以上の結果から，中国稲系品種のいもち病多発ば栽培
条件に基因するものではなく，特定菌型の関与が支配す
るものと考えられる。すなわち晩植多肥の条件は発病を
多くする要因とはなるが，発病をもたらす主因とはなら●

ないもののように考えられる。しかしこの試験において
クサプエが栽培条件によってかなりの発病差が認められ
ているので，菌型と栽培条件の相互関連が検討されなけ
ればならない。
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